
宣 言 日 令和3年10月1日

住 所 埼玉県川越市鴨田592番地3

県内企業等の名称 株式会社環境総合研究所

代表者役職 氏名 代表取締役　吉田裕之

はＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓ達成に向けた

三側面 ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

経済

多様な人材が活躍できる職場の整備およ
びワークライフバランス実現のための労働
安全衛生の推進
＜現状（2020年度）の実績＞
①高齢者の雇用比率：11.1%
②平均残業時間：３２時間

＜2030年に向けた指標＞

①高齢者の雇用比率：15%　②月平均残業時間：20時間

＜取組開始３年後に向けた指標＞

①高齢者の雇用比率：１３%　②月平均残業時間：25時間

自然観察会等を通した自然環境保全・資源
循環社会・地域循環共生圏づくりの啓発
＜現状（2020年度）の実績＞
環境保全等啓発活動回数：1回、参加者２０
名

＜2030年に向けた指標＞

環境保全等啓発活動回数：7回、参加者１４０名

＜取組開始３年後に向けた指標＞

環境保全活動等啓発活動回数：3回、参加者６０名

【記載留意点】
・本様式は県のホームページで公開致しますので、様式を修正したり加工しないで御使用ください。
・（様式第３号）ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の基本的取組事項（要件２）に記載いただいた取組内容を踏まえ、
「環境」「社会」「経済」の三側面の全てについて、「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」を記載してください。
・指標は原則として数値目標を記載してください。
・ＳＤＧｓのターゲット年である２０３０年に向けた指標をベースにして、取組開始から３年後に向けた指標を記載し
てください。
・ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組の項目には、可能な限り現時点での数値を御記入ください。

(様式第２号)

指　標

＜2030年に向けた指標＞

エコカー導入台数：7台／２０台

＜取組開始３年後に向けた指標＞
環境

エコカー導入台数：5台／２０台

営業車両のエコカー導入の推進
＜現状（2020年度）の実績＞
全社用車に占めるエコカー導入台数：
4台/１９台

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書（要件１）

記

当社は、施設の維持管理に必要な環境測定や、自然環境保全に資する生物モニタリング調査、環境に
関する計画策定支援業務等を展開し、顧客の環境に関する「困った」に対応し、地球環境問題解決の一
翼を担っている。また、令和3年度から福祉系の計画策定支援業務に本格参入しており、まさに持続可
能な開発目標（SDGs）の考え方に同調するものである。今後も「地域社会の発展と調和のとれた環境
を創造するために・・・」を合い言葉に環境と福祉分野の総合コンサルタントを目指し、SDGsの達成に
貢献していく。

株式会社環境総合研究所

取組方針を下記のとおり宣言します。

ＳＤＧｓ達成に向けた県内企業等の取組方針

社会


